



















































































　　（1）Do they speak English?
　　（2）What do they have for breakfast?
　　（3）Do they play baseball or football?
　　（4）They don’t play baseball, do they?
　　（5）Don’t they play baseball?
　（1）～（5）の疑問文は，それぞれ，一般疑問文（Yes-No 疑問文），特殊疑問文（Wh- 疑問文），
選択疑問文，付加疑問文，否定疑問文である．これらの疑問文を模倣して発音する被験者は大学生






（1'） Do they speak↗English?
（2'） What do they have for↘breakfast?
（3'） Do they play↗baseball or↘football?
（4'） They don't play baseball,↗do they?
 They don't play baseball,↘do they?
（5'） Don't they play↗baseball?
（1"）
 Do they　 speak　  English?
（2"）
 What　do they  have　　for breakfast?
（3"）
  Do they　play　　baseball　　　　　　　　 or　  football?
（4"）
 a. They　don't　play　baseball　　　 ,　　  do they?
 b. They　 don't　play  baseball　　　　,　 do  they?
（5"）









者の英語だけを見て独自に発音した音声，Ｓ 2 は，矢印表記を用いた日本人被験者の音声，Ｓ 3 は，ピッ
チ曲線を用いた日本人被験者の音声である．
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は，文末が English の第一音節から徐々に上昇する典型的な一般疑問文である．発話時間は，1536 
millisecond（msec）である．文の開始時は，82Hz で do they が上昇・下降の連続単位をなし，その後，
ポーズ（空白部）があり，speak のあと，161 msec のポーズがきて，English に続いている．English
は，101Hz から 174Hz まで上昇し，-lish の li で 156Hz に下降し，さらに，子音部 -sh で 121Hz ま
で下がっている．基本周波数の最低値は，それぞれ，82Hz，172Hz である．図 5（1）S1 は，日本
人被験者のモデルを模倣することなく，自己流に発音したものである．発話時間は，1452 mse である．
全体のピッチは，変化があまりなく，図 4（1）M に比べて，直線的である．特に，speak，English
は，ほぼ直線で，文末音調はやや上昇の兆しが見られるが，平坦調に近い．図 6（1’）S2 では，do 
they が徐々に上昇し，184 msec のポーズのあと，speak English に続いている．English は，モデル
ほど上昇していないが，やや，モデルに近い形をしている．発話時間は，1444 msec である．図 7（1”）










も上昇調に発音される．図 8（2）M8 のモデルの発音は，what, do they have，for breakfast の 3 つ
に区分される．breakfast は，さらに，break と fast に分かれている．発話時間は 1828 msec，周波
数最低値は 68Hz，最高値は 178Hz である．文末は，fast で急激に下降している．図 9（2）S では，
最低値は 117Hz，最高値は 171Hz で，変動差は 54Hz で全体が平坦調になっている．発話時間は
2573 msec で発話速度はかなり遅くなっている．これは，全体の発話が what，do they，have， for，
break， fast の６つに分割して発音されているためである． 図 9 では，語間のポーズが what，do 
they 間で 323 msec，do they，have 間で 153 msec，have，for 間で 145 msec，for，break 間で 107 
msec，break，fast 間で 169 msec のポーズが置かれている．これは，日本人学習者の特徴で，竹蓋
（1992）の実験結果と一致している．竹蓋（1992）は，日本人英語のイントネーションの不自然さは，
計量的にはピッチの変動幅が狭いこと，発話中での無声音，または，ポーズの割合が高いことが主な
問題である，と述べている（竹蓋 1992 : 67）．図 10（2’）S2 は，図 9 と似た形をしているが，what 
はモデルに近づいている．文末の fast 部分は，161Hz から 117Hz と図 9 より下がっているが，全体
的には変わっていない．図 11（2”）S3 は，語間のポーズがより一層大きくなっていて，図 9 の語間
と比較すると，それぞれ，277 msec，253 msec,，284 msec，169 msec，223 msec，253 msec となっ
ている．これは，視読の際，ピッチ曲線を見ることに注意が向けられ，全体のリズムが崩れたためで






　選択疑問文　Do they play baseball or football?（図 12 ～図 15）
　選択疑問文は，選択項目が 2 個（A，B）の場合，A or B の形となる． 選択項目が 3 個（A,B，C）
以上の時は，A，B は上昇調で，C は強勢のある音節から下降調になる．選択疑問文でも，A or B の
ように上昇調で発音すれば一般疑問文と同じになる．図 12 では，do they と上昇し，play で下がり，
すぐに baseball で上昇し，その後，ポーズをおいて，or で下がり，football の foot で上昇し，ball で
急激に下がっている．発話時間は 2834 msec である．図 13 は，まったく選択疑問文の形をなしてい
ない．周波数最低値は 122Hz，最高値は 107Hz，変動幅 15Hz で発音され，全体が平坦調である．図
14 では，baseball で上昇が見られ，その後，文末まで徐々に下がり，選択疑問文の型をなしている
が，モデルの音調ほど際だったピッチの盛り上がりがない．発話時間は 2887 msec で，モデルの音
調とほとんど同じである． 図 15 は，図 14 と同じピッチ曲線であるが，do they が 615 msec，play 








　付加疑問文　They don’t play baseball, do they? （図 16 ～図 19）
　付加疑問文には，2 つの型があり，付加部分を上昇調に発音すると情報を求める文（4’a）になり，
一般疑問文に近くなる．これに対して，下降調に発音すると話者が考えていることを聞き手に確認し，
同意を求める文（4’b）になる．訓練に用いた付加疑問文は前者である． 図 16（4）M のモデルでは，
don’t のプロミネンス（卓立）が特に大きく，続いて，baseball の base が大きくなっている．付加部
分は，明確な上昇調で，発話時間は 2650 msec である．図 17 では，末尾でかすかな上昇が見られるが，
全体のピッチの変動はほとんどなく，一語一語切れた聴覚印象を与え，英語のリズムになっていない．
ちなみに，文頭 they のピッチは，156Hz，文末のピッチも 156Hz と同じである．図 18（4’）S2 も
図 17 と文末の do they の上昇部分を除いてほとんど同じである．do they は，138Hz から 183Hz の
上昇が見られる．これは矢印表記により，意識的に上昇調にしたものと考えられる．図 19 は，図 15







　否定疑問文　Don’t they play baseball? （図 20 ～図 23）
　否定疑問文は，一般疑問文と同じように，文末の強勢ある音節から上昇調に発音され，下降調に発
音すると感嘆文になる．図 20（5）M は，モデルの発音で，文末の baseball の第一音節から 128Hz
まで上昇し，第二音節で 128Hz から 183Hz に上がり，その後，154Hz まで下がっている．ここで注
意しなければならないことは，文末の音節が一音節の場合は，上昇調のままで終わるが，二音節の場
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（7b）は，それぞれ，下降調の yes-no 疑問文，上昇調の wh- 疑問文の例である．
　
（6） a. Are you ↗ coming? （7） a. Where are you ↘ going?
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On Understanding English (Part 3)：Intonation Perception in English
by Means of Image Schema
TAKAHASHI  Junichi
Abstract : Listening comprehension is the process of understanding speech. Similar processes are referred 
to speech perception. The study of listening comprehension process mainly focuses on the role of individual 
linguistic units, not suprasegmentals like rhythm, stress and intonation. Intonation is the pitch of the voice. 
Listeners perceive how the pitch of the voice rises and falls, and how speakers use this pitch variation to convey 
linguistic and pragmatic meaning. The rhythm of speech and interplay of stressed, unstressed syllables and 
pauses function as a framework of the intonation patterns. The purpose of this paper is to show how intonation 
patterns in interrogative sentences works in English, and to analyze a selection of the intonation patterns of English 
interrogative sentences from the point of view of acoustic phonetics. The emphasis is on points that rhythm, 
pause and intonation should be important for understanding the function of English interrogative sentences. At 
the same time image schema of up/down will play an important role for understanding English intonation.
